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Abstract

To comprehend Japanese coastal flora and their endangerment status,we investigated the

habitats,the life forms,the distributions and the Red Data Book(RDB)categories of Japanese

coastal plants by referring to local fiora lists and the other literature.In this study,we defined
‖
coastal plantsW as Wnative vascular plants、 vhich are found only at coastal areas but are seldoln

found inland‖ .We listed 280 species(64 falnilies)of coastal plarlts froln Japan.82 species of them

were endernic to Japan.3 species were parasites.83 species were ranked in the Japanese

national RDB.The distributions and prefectural RDB categories of coastal plants at 45 1ocalities

in Japan were shown in an appendix table.
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は じめ に

日本は5000を 超す島か ら成 る島国で,総 延長約

32800 kmに およぶ海岸線をもつ (環境庁自然保護局,

1998a,b)。 この海岸線は,冷 温帯から亜熱帯まで幅広

い気候帯にまたがり,ま た,砂 浜 ・砂丘 ・礫浜 ・岩場 ・

海崖 ・塩湿地などの多様な地形を含んでいる.こ のよう

に変化に富んだ海岸線は,多 様な海岸植物を育くむ場と

なっており,大 スケール (地域 ・国スケール)で の種の

多様性に貢献していると考えられる.

しかし,海 岸の環境は埋め立てや護岸整備などの人為

的改変を受けやすく,そ れにともなって海岸植物の生育

地は失われやすい。環境庁が1996-1997年に実施した調

査では,日 本の本上部の海岸線の41%,島 嶼部の海岸線

の21%は 人工海岸 (潮間帯がコンクリー トなどの人工構

造物で構成された海岸)で あつたと報告されている (環

境庁自然保護局, 1998a,b).

こうしたことから,海 岸植物の保全は,地 域 ・国レベ

ルの生物多様性を保全する上での重要な課題のひとつと

いえる.海 岸植物の保全を推進するにあたっては,ま ず

海岸植物の種の多様性の実態,す なわち, 日本の海岸植

物相とその総種数 ・ハビタット・分布 ・絶滅危惧の現状

などを総覧的に把握することが有効である。どのような

種が海岸環境に特異的に分布する種であるかは, これま

でに発行された植物誌資料や植生調査資料などによっ

て,個 別には,ほ ぼ明らかにされているが, これらをと

りまとめたリストはなく,ま た,地 域ごとの分布や絶減

危惧の現状を総括した資料は整備されていない.そこで,

日本国内に分布する海岸植物種の分布・生活形・ハビタッ

ト・絶減危惧の現状を総覧的に把握するため,植 物図鑑
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